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条
件
等
を
改
善
す
べ
き
で
な
い
か
。

 

答    

学
教 　
雇
用
期
間
や
勤
務
時
間
に
つ
い

て
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
支
援
員
の
増

員
と
併
せ
て
、
拡
充
に
向
け
検
討
す
る
。

◆
質
問�

竹た
け

村む
ら　
博ひ

ろ

之ゆ
き

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

実
施
で
中
小
企
業
支
援
を

 

問 　
市
は
産
業
振
興
条
例
に
基
づ
き
、
産

業
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

 

答    

ま
ち
産 　
来
年
度
か
ら
開
始
す
る
新
た

な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今

後
も
さ
ら
な
る
施
策
の
推
進
に
努
め
る
。

 

問 　
多
く
の
地
方
公
共
団
体
で
実
施
さ
れ

て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

住
環
境
の
改
善
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。
本
市
も

前
向
き
に
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

答    

同 　
国
な
ど
か
ら
活
用
可
能
な
交
付
金

等
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
制
度
の
実
施
に

つ
い
て
関
係
部
局
と
協
議
し
た
い
。

政
府
等
へ
意
見
書
・
決
議

　
次
の
意
見
書
案
４
件
と
決
議
案
１

件
を
可
決
し
、
政
府
等
に
送
付
し
ま

し
た
。

◇�

「
議
案
第
98
号　

平
成
27
年
度

吹
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）」
に
対
す
る
附
帯
決
議

　

本
案
に
は
、
平
成
28
年
度
（
２
０
１
６

年
度
）
か
ら
山
一
、
山
三
、
西
山
田
、
津

雲
台
、
青
山
台
の
五
つ
の
留
守
家
庭
児
童

育
成
室
運
営
業
務
を
３
年
間
に
わ
た
り
民

間
委
託
す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
や
歳

出
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
保
護
者
へ
の
説
明
が
順
次
行

わ
れ
て
い
る
が
、
民
間
委
託
に
よ
り
子
供

た
ち
の
環
境
や
保
育
内
容
が
数
年
お
き
に

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
一
部

の
保
護
者
か
ら
は
不
安
や
疑
問
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
計
画
期
間
内

で
十
分
な
説
明
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
本
市
の
学
童
保
育
は
、
昭
和
41
年
（
１

９
６
６
年
）
か
ら
実
施
、
昭
和
57
年
（
１

９
８
２
年
）
に
条
例
が
制
定
さ
れ
、
公
設

公
営
で
運
営
さ
れ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ

る
。
保
護
者
の
就
労
保
障
と
児
童
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
保
育
水
準
の
維
持
に
つ
い
て
の
検

証
体
制
を
整
え
る
よ
う
求
め
る
。

�
（
全
員
賛
成
）

◇�

戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
法
の

早
期
成
立
と
具
体
的
な
行
動
を

求
め
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
海
外
で
の
戦

没
者
は
約
２
４
０
万
人
に
も
上
り
、
そ
の

う
ち
約
１
１
３
万
柱
の
遺
骨
は
い
ま
だ
に

収
集
さ
れ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
海
外
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
は
国

の
補
助
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

国
会
に
お
い
て
平
成
27
年
９
月
11
日
、

委
員
会
提
出
法
律
案
と
し
て
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
が
提
出

さ
れ
た
。
同
法
案
で
は
遺
骨
収
集
を
国
の

責
務
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
、
今
年
度

か
ら
10
年
間
を
事
業
の
集
中
実
施
期
間

と
し
、
政
府
は
遺
骨
収
集
の
基
本
計
画
を

策
定
し
、
情
報
収
集
や
遺
骨
収
集
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
お
り
、

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
遺
骨
収
集
の
迅
速

化
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。
同
法
案
は
衆
議

院
に
お
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

が
、
参
議
院
に
お
い
て
は
日
程
の
都
合
に

よ
り
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
。

　

終
戦
か
ら
70
年
が
経
過
し
て
も
な
お

帰
還
で
き
て
い
な
い
海
外
戦
没
者
の
遺
骨

収
集
を
果
た
し
、
再
び
祖
国
に
帰
還
で
き

る
よ
う
、
参
議
院
に
お
い
て
継
続
審
査
と

な
っ
た
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関

す
る
法
律
案
を
早
期
に
成
立
さ
せ
、
成
立

後
は
そ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
具
体
的

に
行
動
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

�

（
全
員
賛
成
）

◇�

地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等

の
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
創
生
の
深
化
に
向
け
た
支
援
と

し
て
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
⑴
地
方
財
政
措
置
に
お
け
る
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
と
各

府
省
の
地
方
創
生
関
連
事
業
・
補
助
金
、

さ
ら
に
は
新
型
交
付
金
の
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
⑵
本
年
度
に
創
設
さ
れ
た
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
（
１
兆

円
）
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
に
係
る
各

地
方
公
共
団
体
の
取
組
の
ベ
ー
ス
と
な
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
恒
久
財
源
を
確
保
の

上
、
５
年
間
は
継
続
す
る
こ
と
⑶
来
年
度

に
創
設
さ
れ
る
新
型
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
地
方

創
生
先
行
型
交
付
金
以
上
の
額
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
人
件
費
や
ハ
ー
ド
事
業
等
に
も
活

用
で
き
る
な
ど
、
地
方
に
と
っ
て
使
い
勝

手
の
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
⑷
新
型
交

付
金
事
業
に
係
る
地
元
負
担
が
生
じ
る
場

合
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
な
ど

を
勘
案
の
上
、
適
切
な
地
方
財
政
措
置
を

講
じ
る
な
ど
、
意
欲
の
あ
る
地
方
公
共
団

体
が
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

�

（
賛
成
多
数
）

◇�

子
供
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

と
市
町
村
国
民
健
康
保
険
へ
の

国
庫
負
担
金
減
額
措
置
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
子
供
の
医
療
費
助
成
制

度
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
助
成
す
る
市
町

村
に
対
し
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負
担

金
を
減
額
し
、
国
民
健
康
保
険
財
政
を
圧

迫
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
次
の
事
項
の

実
現
を
強
く
要
望
す
る
。
⑴
国
と
し
て
子

供
の
医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

⑵
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
負

担
金
を
減
額
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
措
置
を

来
年
度
か
ら
中
止
す
る
こ
と
。�（
賛
成
多
数
）

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

要
望
・
陳
情
議
決
結
果

企
業
決
算

議
会
の
は
な
し

決

議
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◇�

大
阪
府
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
ど
の
地
域
の
ど
の
家
庭
に
生
ま
れ
て
も
、

心
身
の
成
長
期
に
あ
る
子
供
が
必
要
な
医

療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、次
の
事
項
を
要
望
す
る
。⑴
大
阪
府
の

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を

高
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
⑵
同
制

度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
⑶
同
制

度
の
一
部
自
己
負
担
を
廃
止
す
る
こ
と
。�

�

（
賛
成
多
数
）

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
「
安
全
保
障
関
連

法
案
の
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
同
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
案
」
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
主
な

議
案
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容
の

一
部
（
主
な
質
疑
項
目
、
意
見
の
概

要
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
な
お
、
文
教
産
業
委
員
会
に
は
付

託
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

財

政

総

務

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

�

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

個
人
番
号
を
記
載
し
た
住
民
票
の
写
し

に
よ
る
行
政
手
続
も
可
能
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
番
号
の
通
知
カ

ー
ド
を
紛
失
等
で
再
交
付
す
る
意
義

○�

同
カ
ー
ド
が
再
交
付
扱
い
と
な
る
基
準

○�

同
カ
ー
ド
を
提
示
せ
ず
、
個
人
番
号
を

記
載
し
た
場
合
の
行
政
手
続
の
可
否

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
相
談
を

受
け
る
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
事
業
者
と
、
本
市
職
員
が
情
報
共
有

を
図
る
必
要
性

○�

同
セ
ン
タ
ー
へ
の
現
時
点
で
の
相
談
の

有
無

○�

同
制
度
の
実
施
に
伴
う
本
市
の
負
担
額

○�

同
制
度
に
関
連
し
た
詐
欺
等
の
防
止
策

　
︿
反
対
意
見
の
概
要
﹀

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
市
民
負
担
増

と
な
る
制
度
で
あ
り
、
ま
た
個
人
情
報
保

護
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
が
解
決
し
て

い
な
い
た
め
、
賛
成
で
き
な
い
。

　

同
制
度
が
本
格
実
施
に
な
る
と
、
市
の

税
や
福
祉
の
申
請
窓
口
で
番
号
提
示
を
要

求
さ
れ
る
が
、
本
人
確
認
は
ほ
か
の
方
法

で
も
可
能
で
あ
り
、
市
民
に
過
大
な
負
担

が
か
か
ら
な
い
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

福

祉

環

境

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

◆
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
運
営
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て

○�

新
た
に
委
託
す
る
５
か
所
の
育
成
室
を

決
定
し
た
経
過
及
び
保
護
者
や
地
域
住

民
に
早
期
に
説
明
を
行
う
必
要
性

○�

委
託
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
障
が
い
の
あ
る

児
童
に
対
す
る
保
育
の
質
の
確
保

○�

委
託
す
る
こ
と
に
よ
る
児
童
へ
の
影
響

○�

委
託
後
に
、
配
慮
を
要
す
る
児
童
に
対

し
、
指
導
員
を
増
員
す
る
場
合
の
決

定
方
法
及
び
予
算
の
確
保
策

○�

他
市
等
の
委
託
事
例
の
紹
介
に
よ
る
保

護
者
の
不
安
の
払ふ

っ

拭し
ょ
く

○�

育
成
室
の
年
限
延
長
等
の
実
施
に
当
た

り
、
委
託
を
前
提
と
せ
ず
、
現
状
を
分

析
し
た
う
え
で
実
施
主
体
を
検
討
す

る
必
要
性

○�

指
導
員
の
離
職
率
が
高
い
理
由
及
び
そ

の
改
善
策

○�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
審
議
会
の
意
見

を
尊
重
し
た
施
策
の
実
施

　
︿
賛
成
意
見
の
概
要
﹀

　

１　

委
託
後
も
行
政
の
関
わ
り
が
薄
く

な
ら
な
い
よ
う
、
相
談
窓
口
な
ど
残
す
べ
き

と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
残
さ
れ
た
い
。

　

２　

委
託
し
て
も
、
最
終
責
任
は
市
の

執
行
機
関
に
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
、

真し
ん

摯し

に
対
応
さ
れ
た
い
。

　

３　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
審
議
会
で

の
意
見
を
尊
重
し
、
育
成
室
運
営
業
務
を

は
じ
め
、
子
ど
も
施
策
全
般
に
そ
の
意
見

を
反
映
さ
れ
た
い
。

　

４　

育
成
室
に
お
け
る
業
務
時
間
外
の

職
務
以
外
で
の
指
導
員
拘
束
の
問
題
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
直
ち
に
職
場
環
境
を
改

善
し
、
指
導
員
の
確
保
や
離
職
率
の
低
下

に
積
極
的
に
対
応
さ
れ
た
い
。

　
︿
そ
の
他
の
意
見
の
概
要
﹀

　

政
策
決
定
に
至
る
過
程
で
、
報
告
等
が

全
く
な
く
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
。
市
は
、
今

後
委
託
す
る
６
か
所
の
育
成
室
を
秘ひ

匿と
く

し

留守家庭児童育成室の様子
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て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
関
連
予
算

は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
っ
か
り
と
報
告
等

を
す
る
こ
と
を
求
め
、
退
席
す
る
。

※
審
査
の
後
、
委
員
か
ら
本
案
に
対
し
、

委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
保
育
水
準

の
維
持
に
つ
い
て
の
検
証
体
制
を
整
え
る

こ
と
を
求
め
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

委
員
会
は
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
会
議
で
本
案
が
可
決
さ
れ

た
場
合
に
は
、
同
内
容
の
決
議
を
委
員

会
提
出
議
案
と
し
て
本
会
議
に
提
出
す
る

こ
と
も
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

（
附
帯
決
議
の
概
要
は
９
面
に
掲
載
）

建

設

自
転
車
等
放
置
防
止
条
例
の

一
部
改
正�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　
︿
主
な
質
疑
項
目
﹀

○�

放
置
禁
止
区
域
と
隣
接
し
た
放
置
禁
止

区
域
外
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車

等
へ
の
対
策

○�

放
置
禁
止
区
域
外
の
放
置
自
転
車
等
の

パ
ト
ロ
ー
ル
方
法
及
び
そ
の
周
期

○�

第
三
者
に
よ
り
正
当
な
駐
車
場
所
か
ら

放
置
禁
止
区
域
内
に
移
さ
れ
た
自
転

車
等
が
撤
去
さ
れ
た
場
合
の
所
有
者

へ
の
柔
軟
な
対
応

○�

放
置
禁
止
区
域
外
に
お
け
る
放
置
自
転

車
等
の
対
策
を
進
め
る
う
え
で
の
自

転
車
駐
車
場
な
ど
の
整
備

○�

放
置
自
転
車
等
を
な
く
す
た
め
の
自
転

車
駐
車
場
整
備
の
必
要
性

○�

保
管
期
間
が
経
過
し
た
自
転
車
等
の
売

却
先
の
選
定
方
法

○�

優
先
売
却
先
の
福
祉
団
体
が
１
団
体
で

あ
る
理
由
及
び
す
べ
て
の
福
祉
団
体

へ
の
優
先
売
却
制
度
の
周
知
徹
底

議
会
日
誌

　

７
月
定
例
会
閉
会
日
以
後
の
主

な
議
会
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　
【
８
月
】

31
日　
議
会
広
報
委
員
会

　
【
９
月
】

１
日　
企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会

２
日　
全
員
協
議
会

７
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

29
日　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

　
【
10
月
】

６
日　
本
会
議

７
日　
本
会
議

８
日　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
本
会
議
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日　

�

常
任
委
員
会
（
財
政
総
務
、
福
祉

環
境
、
建
設
）、
財
政
総
務
委
員

協
議
会

14
日　
福
祉
環
境
委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　

�

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会
、
財

政
総
務
委
員
会

要
望
・
陳
情

　

７
月
定
例
会
閉
会
日
以
後
、
次

の
要
望
・
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

○�

大
阪
府
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情
書

○�

地
球
社
会
建
設
決
議
陳
情
書
（
２
件
）

○�

外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

○�

平
成
28
年
度
理
科
教
育
設
備
整
備
費

等
補
助
金
事
業
へ
の
積
極
的
な
予
算

措
置
な
ど
を
求
め
る
要
望

○�

妊
産
婦
個
別
歯
科
健
康
診
査
の
充
実
向

上
な
ど
、
平
成
28
年
度
地
域
保
健
医
療

に
関
す
る
要
望
書

○�

佐
竹
台
地
区
に
高
齢
者
施
設
の
誘
致
促

進
な
ど
を
求
め
る
要
望

○�

第
３
期
大
阪
府
千
里
佐
竹
台
住
宅
の
建

て
替
え
事
業
に
関
す
る
要
望
へ
の
支

援
に
つ
い
て

○�

留
守
家
庭
児
童
育
成
室
の
民
間
委
託
拡

大
方
針
の
撤
回
と
今
後
の
学
童
保
育

の
在
り
方
の
検
討
を
求
め
る
要
望
書

放置禁止区域外に放置されている
自転車の撤去

請願書や陳情書の提出について
　市民の皆さんは、市政に対する要望や意見を文書に
して、いつでも市議会に提出することができます。
　請願書（請願を紹介する1名以上の市議会議員の署
名または記名押印が必要）が議会に提出されると、委
員会に付託して慎重に審査します。本会議で最終的に
採択（取り上げるべき）と決定した場合は、市長に送
付し、市長からは次の定例会に請願の処理の経過及び
結果が報告されます。
　また、陳情書は、その写しを全議員に速やかに配付
して内容の周知を図っています。

書 式 例

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

要
望
・
陳
情
議
決
結
果

企
業
決
算

議
会
の
は
な
し

決

議


